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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、在庫調整の長期化や中国をはじめとする海外経済の減速といった

先行き懸念はあるものの、企業の設備投資意欲は底堅く、緩やかながらも回復が確認されております。

当第２四半期累計期間は、全国的な幅広い受注に支えられ、活発な生産活動を維持いたしました。その結果、前

第２四半期累計期間に比べ増収・増益の結果となりました。

業績(数値)につきましては、前第２四半期累計期間に比べ受注高は96百万円減の4,824百万円(前年同四半期比2.0

％減)、売上高は473百万円増の4,484百万円(前年同四半期比11.8％増)となりました。損益につきましては、営業利

益は78百万円増の391百万円(前年同四半期比24.9％増)、経常利益は77百万円増の402百万円(前年同四半期比23.9％

増)、四半期純利益は57百万円増の259百万円(前年同四半期比28.2％増)を計上することとなりました。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末残高に比べ208百万円増加し、7,571百万円となりました。こ

れは主に、現金及び預金の減少607百万円等はありましたが、売上債権の増加392百万円及びたな卸資産の増加388百

万円等によるものであります。

負債は、前事業年度末残高に比べ100百万円増加し、3,820百万円となりました。これは主に、未払消費税等の減

少94百万円等はありましたが、仕入債務の増加118百万円及び引当金の増加67百万円等によるものであります。

純資産は、前事業年度末残高に比べ107百万円増加し、3,750百万円となりました。これは主に、剰余金の配当150

百万円等はありましたが、四半期純利益の計上259百万円によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

営業活動の結果使用した資金は、363百万円(前年同四半期は得られた資金112百万円)となりました。これは主に、

税引前四半期純利益の計上はありましたが、売上債権の増加、たな卸資産の増加等によるものであります。

投資活動の結果得られた資金は、236百万円(前年同四半期は使用した資金83百万円)となりました。これは主に、

固定資産の取得による支出99百万円等はありましたが、定期預金の純減少額340百万円によるものであります。

財務活動の結果使用した資金は、前第２四半期累計期間に比べ43百万円増加し、140百万円(前年同四半期比44.3

％増)となりました。これは、配当金の支払いによるものであります。

従いまして、現金及び現金同等物の当第２四半期会計期間末残高は、前事業年度末残高に比べ267百万円減少し、

715百万円(前期比27.2％減)となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成27年５月12日の平成27年3月期決算発表時の予想を変更しておりません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,812,420 1,204,993

受取手形及び売掛金 2,045,019 2,437,025

商品及び製品 186,970 429,609

仕掛品 756,659 908,711

原材料及び貯蔵品 274,010 267,800

繰延税金資産 118,691 158,881

その他 17,513 32,618

貸倒引当金 △4,490 △4,686

流動資産合計 5,206,793 5,434,954

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 414,316 399,075

土地 1,254,363 1,254,363

その他（純額） 185,638 177,430

有形固定資産合計 1,854,319 1,830,868

無形固定資産 79,737 82,495

投資その他の資産

繰延税金資産 104,293 102,342

その他 124,059 126,216

貸倒引当金 △6,137 △5,537

投資その他の資産合計 222,215 223,020

固定資産合計 2,156,272 2,136,385

資産合計 7,363,066 7,571,340
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,567,462 2,685,788

未払法人税等 147,885 189,843

賞与引当金 220,000 320,000

役員賞与引当金 71,560 21,468

製品保証引当金 33,000 35,000

その他 427,794 301,355

流動負債合計 3,467,702 3,553,454

固定負債

退職給付引当金 150,015 165,132

その他 102,126 102,126

固定負債合計 252,142 267,259

負債合計 3,719,844 3,820,713

純資産の部

株主資本

資本金 313,700 313,700

資本剰余金 356,021 356,021

利益剰余金 2,970,307 3,079,338

自己株式 △1,785 △1,785

株主資本合計 3,638,243 3,747,274

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,978 3,351

評価・換算差額等合計 4,978 3,351

純資産合計 3,643,221 3,750,626

負債純資産合計 7,363,066 7,571,340
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 4,011,146 4,484,499

売上原価 3,007,186 3,349,205

売上総利益 1,003,959 1,135,294

販売費及び一般管理費 690,446 743,715

営業利益 313,512 391,578

営業外収益

受取利息 75 88

受取賃貸料 7,801 8,671

その他 3,620 2,683

営業外収益合計 11,496 11,444

営業外費用

為替差損 ― 339

その他 7 8

営業外費用合計 7 348

経常利益 325,002 402,674

特別利益

固定資産売却益 19 ―

特別利益合計 19 ―

特別損失

固定資産除却損 2 87

特別損失合計 2 87

税引前四半期純利益 325,018 402,587

法人税、住民税及び事業税 150,415 181,401

法人税等調整額 △27,498 △37,933

法人税等合計 122,917 143,468

四半期純利益 202,100 259,119
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 325,018 402,587

減価償却費 60,785 63,910

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,179 △403

賞与引当金の増減額（△は減少） 100,290 100,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △33,565 △50,092

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,000 2,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,871 15,117

受取利息及び受取配当金 △620 △621

売上債権の増減額（△は増加） 61,672 △391,406

たな卸資産の増減額（△は増加） △157,573 △388,481

仕入債務の増減額（△は減少） △109,401 119,762

長期未払金の増減額（△は減少） △1 ―

その他 57,060 △93,915

小計 304,358 △221,543

利息及び配当金の受取額 620 621

法人税等の支払額 △192,776 △142,526

営業活動によるキャッシュ・フロー 112,201 △363,449

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 26,253 340,293

有形固定資産の取得による支出 △91,090 △82,233

無形固定資産の取得による支出 △19,794 △16,885

その他 806 △4,386

投資活動によるキャッシュ・フロー △83,824 236,787

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △97,323 △140,472

財務活動によるキャッシュ・フロー △97,323 △140,472

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △68,946 △267,133

現金及び現金同等物の期首残高 841,815 983,113

現金及び現金同等物の四半期末残高 772,868 715,979
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

当社は、環境整備機器関連事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であるため、セグメントごとに記載しておりま

せん。

当第２四半期累計期間における生産実績、受注実績及び販売実績を製品の品目ごとに示すと、次のとおりでありま

す。

① 生産実績

品目 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

強力吸引作業車 3,322,038 ＋21.0

高圧洗浄車 614,953 △10.4

粉粒体吸引・圧送車 61,965 ＋115.6

部品売上 392,659 ＋4.8

その他 279,997 △20.3

合計 4,671,614 ＋11.6

(注) １ 生産高は、販売価格によるとともに、消費税等は含まれておりません。

２ その他は、上記品目に属さない製品、デモ車の生産等が主なものであります。

３ 第１四半期会計期間から製品の品目区分を変更したため、前年同四半期比につきましても、変更後の区分に

組み替えて記載しております。

② 受注実績

品目 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

強力吸引作業車 3,080,198 △4.4 3,173,206 ＋24.4

高圧洗浄車 721,614 ＋30.5 594,944 ＋46.7

粉粒体吸引・圧送車 111,074 ― 158,274 ＋267.6

部品売上 392,659 ＋4.8 ― ―

その他 518,941 △32.6 455,382 △29.7

合計 4,824,488 △2.0 4,381,807 ＋20.1

(注) １ 受注高及び受注残高は、販売価格によるとともに、消費税等は含まれておりません。

２ その他は、上記品目に属さない製品、デモ車・中古車及び修理改造等の受注が主なものであります。

３ 第１四半期会計期間から製品の品目区分を変更したため、前年同四半期比につきましても、変更後の区分に

組み替えて記載しております。

③ 販売実績

品目 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

強力吸引作業車 3,282,534 ＋25.2

高圧洗浄車 571,168 △18.2

粉粒体吸引・圧送車 21,500 ―

部品売上 392,659 ＋4.8

その他 216,637 △31.4

合計 4,484,499 ＋11.8

(注) １ 販売高には、消費税等は含まれておりません。

２ その他は、上記品目に属さない製品、デモ車・中古車の販売及び修理改造等が主なものであります。

３ 第１四半期会計期間から製品の品目区分を変更したため、前年同四半期比につきましても、変更後の区分に

組み替えて記載しております。
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